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Ⅰ．主な検討内容
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◇主な検討内容◇主な検討内容

１.７月２８日の洪水状況や豪雨災害の検証

　・降雨状況、出水状況、はん濫状況、土砂災害及び水防体制の検証

２.豪雨での課題の抽出

３.放水路下流の流量軽減対策に向けた基本的方向性（報告）

４.局所的豪雨に対応した新たな河川管理及び水防体制のあり方　

　・事務所の水防体制見直し、水防警報発令やパトロール等のタイミング

　・県、国、市町、水防団などの関係機関の連携強化

　・地域住民による水防活動の協力体制の確立

　・住民への周知のあり方

　・河川利用のあり方（親水と洪水防御の両立）
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Ⅱ．浅野川の現況
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◇流域図◇流域図

犀川

浅野川

大野川流域面積：369km2

浅野川流域面積： 80km2

犀川流域面積 ：256km2

犀川流域

浅野川流域

浅野川放水路

北陸自動車道

北陸本線

高橋川

大野川

河北潟

湯の川

（富山県）

（日本海）

板ヶ谷川
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浅野川
築堤区間

パラペット区間

掘込区間

改修実施区間

放水路上流域区間

北陸自動車道

北陸本線

天神橋

浅野川放水路

浅野川
大橋

L=13.6km

※S30～

①
①

②

②

◇浅野川の状況（改修実施区間：築堤区間）◇浅野川の状況（改修実施区間：築堤区間）
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浅野川
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北陸本線

天神橋

浅野川放水路

浅野川
大橋

築堤区間

掘込区間

改修実施区間

パラペット区間① ①

②

②

◇浅野川の状況（改修実施区間：パラペット区間）◇浅野川の状況（改修実施区間：パラペット区間）

L=13.6km

※S30～

放水路上流域区間
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浅野川
北陸自動車道

北陸本線

天神橋

浅野川放水路

浅野川
大橋

築堤区間

パラペット区間

改修実施区間

堀込区間

①

②

①

②

◇浅野川の状況（改修実施区間：堀込区間）◇浅野川の状況（改修実施区間：堀込区間）

L=13.6km

※S30～

放水路上流域区間
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浅野川
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浅野川
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パラペット区間
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放水路上流域区間②

①

◇浅野川の状況（放水路上流域区間）◇浅野川の状況（放水路上流域区間）

L=13.6km

※S30～

②
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Ⅲ．洪水状況と豪雨災害の実態
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１．降雨状況
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芝原橋

犀川ダム

内川ダム

成ヶ峰

菊水

県央土木 俵

水防山の上

浅野川

医王山

(気象台)

金沢
(気象台)

水防田島

辰巳ダム

小院瀬見(国)

城端ダム

城端
東西原(国)

南砺高宮

真川

五箇山

(気象台)

(気象台)

小原(国)

犀川
二俣

東原

水防岩出

四王寺

細尾峠

水防窪

◇雨量計位置図◇雨量計位置図
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◇等雨量線図◇等雨量線図

平成20年7月28日の日雨量(mm)

出典）気象台、国土交通省、富山県、石川県のデーターを基に作成

平成20年7月28日の最大3時間雨量(mm)



‐15‐

平成20年7月28日の最大3時間雨量(mm)

浅野川流域

犀川流域

◇等雨量線図(浅野川・犀川流域）◇等雨量線図(浅野川・犀川流域）
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芝原橋
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◇芝原橋（県）の雨量◇芝原橋（県）の雨量
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金沢地方気象台
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医王山気象台の雨量
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　77.3mm/60分

　 208mm/24時間

◇金沢地方気象台の雨量◇金沢地方気象台の雨量

出典）気象台のデーターを基に作成
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小院瀬見
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３時間雨量（２８日５－８時）

223.0mm

105mm/hr
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◇富山県内の雨量（参考）◇富山県内の雨量（参考）
こ いん　ぜ　み

じょうはな

出典）国土交通省、富山県のデーターを基に作成
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天神橋上流域の流域平均雨量
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【水文統計解析結果表】

■H20.7.28豪雨

　　　・芝原橋観測所での3時間雨量　　…　251mm

　　　・天神橋上流域での流域平均3時間雨量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　147mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 約 200年確率　

◇雨量確率評価◇雨量確率評価

■計　画

　　　・2日間で260mm → 100年確率　

確率年

100
150
200
300

（※昭和43年～平成13年の雨量データ)

103mm～164mm

3時間雨量

96mm～135mm
99mm～145mm
100mm～153mm
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◇降雨のまとめ◇降雨のまとめ

①　観測史上最大の豪雨であった。

　　　　・最大60分雨量 ： 138mm（芝原橋）
　　　　　・最大3時間雨量 ：251mm（芝原橋）

　　

②　県内では、浅野川上流域を中心とする局地的な豪雨であった。

③　浅野川流域平均での確率評価は、約200年に一度であった。

（金沢地方気象台の過去最大雨量）

　　　　77.3mm/60分

　　　　 208mm/24時間
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２．出水状況
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犀川

浅野川

浅野川放水路

北陸自動車道

北陸本線

高橋川

大野川

河北潟

湯の川

沖橋水位局

小橋水位局

天神橋水位局

田上水位局

芝原橋

雨量水位局

示野橋水位局

下菊橋水位局

大桑水位局

機具橋水位局

◇水位計位置図◇水位計位置図

殿田橋水位局

馬替水位局
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◇水位の説明◇水位の説明

水防団待機水位（通報水位）

はん濫注意水位（警戒水位）

避難判断水位（特別警戒水位）

はん濫危険水位（危険水位）

堤防高

平常時水位

河川の水があふれる恐れのある水位。

堤防が壊れ氾濫する恐れのある水位。

住民の避難判断の参考となる水位。

水防団が出動して水防活動を行う

目安となる水位。

水防団が準備を始める目安となる水位。

(参考) 河川総合情報システム

・ 県内では、水位(117箇所)や雨量(106箇所)の10分間隔での情報を

　インターネットや携帯電話で発信中　
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4.50

5.00

6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00

観測上限水位 3.52m

1.80m 水防団待機水位

2.10m はん濫注意水位

6:40

洪水痕跡水位 4.5m程度 ［7:50（推定）］

水位（ｍ）

時　間

◇浅野川（芝原橋）地点の水位変化◇浅野川（芝原橋）地点の水位変化

10分間で最大0.83m上昇［6:30～6:40］

30分間で最大2.17m上昇［6:20～6:50］

日 時間 水位 備考

7/28 6:00 0.33
6:10 0.51
6:20 0.74
6:30 1.27
6:40 2.10
6:50 2.91
7:00 3.41
7:10 観測上限値

7:20 〃

7:30 〃

7:40 〃

7:50 〃

8:00 〃

8:10 〃

8:20 〃

8:30 3.26
8:40 2.67
8:50 2.39
9:00 2.24
9:10 2.12
9:20 2.07
9:30 1.97
9:40 1.93
9:50 1.87
10:00 1.82
10:10 1.76
10:20 1.69
10:30 1.63
10:40 1.57
10:50 1.52
11:00 1.49
11:10 1.46
11:20 1.43
11:30 1.40
11:40 1.37
11:50 1.34
12:00 1.31

河川名 浅野川

（3.52）
（3.52）
（3.52）
（3.52）
（3.52）
（3.52）

（3.52）
（3.52）
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◇浅野川（天神橋）地点の水位変化◇浅野川（天神橋）地点の水位変化

日 時間 水位 備考

7/28 6:00 0.49
6:10 0.67
6:20 0.62
6:30 0.57
6:40 0.54
6:50 0.53
7:00 0.69
7:10 0.88
7:20 1.09
7:30 1.46
7:40 1.89
7:50 2.29
8:00 2.45
8:10 2.64
8:20 2.91
8:30 3.29
8:40 観測上限値

8:50 3.35
9:00 2.86
9:10 2.42
9:20 2.05
9:30 1.83
9:40 1.73
9:50 1.63
10:00 1.54
10:10 1.47
10:20 1.44
10:30 1.40
10:40 1.36
10:50 1.34
11:00 1.28
11:10 1.24
11:20 1.21
11:30 1.18
11:40 1.14
11:50 1.10
12:00 1.08

河川名 浅野川

（3.36）

10分間で最大0.43m上昇［7:30～7:40］

30分間で最大1.20m上昇［7:20～7:50］
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6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00

観測上限水位 3.36m

1.20m
　　　　水防団待機水位

1.50m はん濫注意水位

1.70m 避難判断水位

2.20m はん濫危険水位

HWL 15.08m

洪水痕跡水位 3.5m程度　［8:40（推定）］

0点標高 EL 12.06m

HWL 3.02m（換算水位）

水位（ｍ）

時　間

7:30

7:40

7:50

8:20
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◇浅野川大橋の映像◇浅野川大橋の映像

7:30 8:00

8:10 8:20

天神橋地点では水位1.46m

水防団待機水位1.20mを0.26m超過

天神橋地点では水位2.45m

はん濫危険水位2.20mを0.25m超過

天神橋地点では水位2.64m

はん濫危険水位2.20mを0.44m超過

天神橋地点では水位2.91m

はん濫危険水位2.20mを0.71m超過

30分

10分 10分
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◇浅野川大橋の映像◇浅野川大橋の映像

8:30 8:40

8:50 9:00

天神橋地点では水位3.29m

HWL3.02mを0.27m超過

天神橋地点では水位3.5m程度(痕跡から推定）

HWL3.02mを0.5m程度超過

天神橋地点では水位3.35m

HWL3.02mを0.33m超過

天神橋地点では水位2.86m

HWL3.02mを0.16m下回る

10分

10分 10分
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時間（分）

水
位
（
ｍ
）

H20.7.28

H10.9.22

H16.10.20
パラペット天端　 4.06m

HWL=3.02m

水位上昇開始点

洪水痕跡水位 3.5m程度
観測上限水位 3.36m

110分
210分

500分

今回(平成20年7月28日)

平成10年9月22日

平成16年10月20日

1.5m(はん濫注意水位)

※洪水痕跡による水位

水位上昇

約3m

◇天神橋地点での過去水位変化との比較◇天神橋地点での過去水位変化との比較

発　　生　　日 最大観測水位
水位上昇時間
（水位上昇開始
からピークまで）

平成20年7月28日 3.5m 110分

平成10年9月22日 2.32m 210分

平成16年10月20日 1.99m 500分 0.27m

30分間での
最大水位上昇量

1.20m

0.42m

※
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6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00

最大観測水位 5.28m ［9:00］

4.36m HWL(換算水位)

0点標高 EL 2.68

HWL 7.04m

8:30

機器流出により9:20以降欠測

水位（ｍ）

時　間

小　橋（浅野川大橋より下流）

沖　橋（JR鉄道橋より下流）

◇浅野川（小橋､沖橋）地点の水位変化◇浅野川（小橋､沖橋）地点の水位変化
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最大観測水位 4.13m ［8:50］

2.80m 水防団待機水位

2.90m はん濫注意水位

HWL 3.90m（換算水位）

0点標高 EL 7.60

HWL 11.50m

8:40

8:00

水位（ｍ）

時　間
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◇浅野川放水路◇浅野川放水路

犀川

浅野川田上水位局

犀川へ分流

250m3/s(計画)

150m3/s(暫定)
犀川

浅野川

トンネル部

開水路部

洪水時 洪水後

放水路へ

浅野川下流へ
洪水の痕跡

辰巳ダム及び犀川下流の改修が未完成
のため、150m3/sに制限している

（S49完成）

大桑水位局
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◇浅野川放水路◇浅野川放水路

■平常時（8月20日）

■洪水時（7月28日）

8:30 9：30

田　上

大　桑(放水路出口）

洪水の痕跡

No.0

放水路開渠部断面図

洪水痕跡
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最大観測水位 3.06m ［8:50］

水位（ｍ）

時　間

大　桑（浅野川放水路 吐き出し口側）

田　上（浅野川放水路 取り込み口側）

◇浅野川放水路（田上､大桑）地点の水位変化◇浅野川放水路（田上､大桑）地点の水位変化
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水位（ｍ）

時　間
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[浅野川放水路]

[浅野川本川]

[天神橋]

天神橋

水位観測所

平成20年7月28日豪雨による各地点洪水流量(推定）

Q1

Q2（犀川へ）

[浅野川大橋]

[JR鉄道橋]

(主計町）
(東山町）

【天神橋基準地点流量】
 　・洪水痕跡による計算

        Q1=約600m3/s以上流れたと
        推定される。

　  　[計画流量 460m3/s ；100年確率]

【浅野川放水路分流量】
　・放水路での洪水痕跡による計算

　　　Q2=約150m3/s以上流れたと
    　推定される。

※流量に関しては、現在精査検証中であります。

◇洪水量の推定◇洪水量の推定
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犀川

浅野川

浅野川放水路

北陸自動車道

北陸本線

高橋川

大野川

河北潟

湯の川

下菊橋

示野橋

◇犀川（下菊橋､示野橋）地点の水位変化◇犀川（下菊橋､示野橋）地点の水位変化

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00

最大観測水位  1.91m  ［8 :20］

1.10m  水防団待機水位

1.40m  はん濫注意水位

2.00m  避難判断水位

2.80m  はん濫危険水位

8:00

7 :40

水位（ｍ）

時　間

0.00

0.50

1 .00

1 .50

2 .00

2 .50

3 .00

3 .50

4 .00

4 .50

5 .00

6 :00 6 :30 7 :00 7 :30 8 :00 8 :30 9 :00 9 :30 10 :00 10 :30 11 :00 11 :30 12 :00

最大観測水位  3.82m  ［9 :10］

2 .50m  水防団待機水位

3.00m  はん濫注意水位

3.50m  避難判断水位

4.60m  はん濫危険水位

8:30

8 :10

8 :50

水位（ｍ）

時　間
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犀川

浅野川

浅野川放水路

北陸自動車道

北陸本線

高橋川

大野川

河北潟

湯の川

殿田橋

馬　替

◇高橋川（殿田橋、馬替）地点の水位変化◇高橋川（殿田橋、馬替）地点の水位変化

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00

最大観測水位 1.55m ［7:10］

0.70m 水防団待機水位

1.20m はん濫注意水位

1.60m 避難判断水位

1.80m はん濫危険水位

6:50

6:10

水位（ｍ）

時　間

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00

最大観測水位 2.18m ［7:00］

1.10m 水防団待機水位

1.30m はん濫注意水位

1.60m 避難判断水位

1.80m はん濫危険水位

6:30

6:20

6:40

水位（ｍ）

時　間
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犀川

浅野川

浅野川放水路

北陸自動車道

北陸本線

高橋川

大野川

河北潟

湯の川

沖橋水位局

小橋水位局

天神橋水位局

田上水位局

芝原橋

雨量水位局

7:50頃(推定)

8:40(推定)

8:50

9:00

8:30

0

5

10

15

20

25

30

35

0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00

0

50

100

150

200

250

300

350

10分間雨量(mm) 累計雨量(mm)

時　　　間

芝原橋雨量

注）各観測所での最大観測水位時刻

◇浅野川の水位ピーク時刻◇浅野川の水位ピーク時刻

約23km

約5km

約7km

約8km

約14km

水位局の位置は河口からの距離
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◇出水状況のまとめ◇出水状況のまとめ

①　極めて短時間に急激な水位上昇が生じた。
　　　　　・芝原橋 ： 30分間で最大2.17mの水位上昇

　　　　　・天神橋 ： 30分間で最大1.20mの水位上昇

②　計画を上回る洪水であったと想定され、堤防を越えて氾濫した。

③　浅野川放水路では、洪水は犀川に分流され、機能を十分に果

　　たしており、下流への流量を低減させる効果は発揮されていた。

④　犀川（示野橋）でも避難判断水位を上回っていた。
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３．被災状況
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◇金沢市内の被害状況◇金沢市内の被害状況

医王山川

浅野川

犀川

浅野川放水路

浅野川

浅野川

大野川

高橋川

湯の川
板ヶ谷川

土砂災害発生区域

（単位：棟）

全壊 半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水

浅野川上流域（湯の川含） 2 7 6 42 59 128 244 約 38ha

浅野川下流市街地部 1 465 1,410 203 2,079 約 79ha

大野川 5 30 35 約 41ha

高橋川・碇川 2 1 3 約 47ha

合計 2 8 6 507 1,476 362 2,361 約205ha

平成20年8月21日現在(金沢市)

備考区　分
住家被害 非住家

被害
計

（避難勧告 継続中）

芝原町、折谷町

辰巳町、板ヶ谷町

[8月24日現在]
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護岸の被災が多発

浅野川

犀川

浅野川放水路

◇浅野川の浸水状況◇浅野川の浸水状況

金沢市昌永町

金沢市並木町

金沢市浅川町

浅野川

浅野川

医王山川

金沢市芝原町

金沢市湯涌荒屋町

湯の川

板ヶ谷川

至　富山

至　金沢市街

（主）
金沢
湯涌
福光
線

銭がめ

金沢市板ヶ谷町
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■平面図

■被災状況

←7/29　航空写真

7/28　8:31撮影

製造整備被災状況→

2

１

◇板ヶ谷川土石流　板ヶ谷町地内　◇板ヶ谷川土石流　板ヶ谷町地内　

①板ヶ谷えん堤No.2

②ﾌﾟﾗﾝﾄを埋める堆積物

板ヶ谷町
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■被災状況

■応急工事

(主)金沢湯涌福光線 砕石工場

砂防えん堤
H=13.5m

渓流保全工L=70m

①土石流末端状況 ②保全対象

１

2

■平面図

被災状況
山腹崩壊箇所数　N=40箇所程度
山腹崩壊最大規模　W=130m程度
　　　　　　　　　　　　　L=300m程度
渓床・山腹残留土砂　V=23,000m3程度

土石流方向

仮　堤

ポケット

（拡大）

至　富山

至　金沢市街

（主）
金沢
湯涌
福光
線

銭がめ

◇板ヶ谷川土石流　板ヶ谷町地内　◇板ヶ谷川土石流　板ヶ谷町地内　

板ヶ谷町
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法面対策工

函渠工

湯
涌
温
泉

増水時の湯涌温泉の様子（航空写真）

被災状況①

①

総湯

夢二館

お宿やました

旅館
さかえや

被災状況②
（道路下が湯の川）

玉泉湖

②

■平面図

■被災状況
◇湯の川　湯涌町地内◇湯の川　湯涌町地内

夢二館

道路

旅館さかえや

■応急工事（流木除去）

湯涌町
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被
災
箇
所

←
金
沢
市
街

浅野川

浅野川

医
王
山
川

湯
の
川

湯
涌
温
泉
→

富山県→

主要地方道 金沢湯涌福光線

一
般
県
道
　
芝
原
石
引
町
線

増水時の様子（航空写真）

医
王
山
川

湯涌小学校
芝原中学校

湯涌保育園

被災状況（上流から望む）→

■応急工事（築堤）

浅野
川

■平面図

■被災状況

■横断図
↑被災した湯涌保育園の様子

平常の浅野川の様子

平常の浅野川の様子

↓湯涌保育園

↓湯涌保育園

堤防 農道

◇浅野川　芝原町地内◇浅野川　芝原町地内

芝原町
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中島大橋

昌永橋

彦三大橋

浅野川大橋

天神橋

ＪＲ
北
陸
本
線

至
小
松

至
富
山

小橋

中の橋

梅ノ橋

浅
野
川

一般県道金沢停車場北線

国
道
１
５
９
号

至
兼
六
園

至
富
山

◇市街地の浸水範囲◇市街地の浸水範囲 金沢市昌永町

金沢市並木町

金沢市主計町

（注）浸水範囲は金沢市提供　　　　　　
　　　資料に基づき作成

（注）越水区間は、洪水痕跡・
　　　住民聞き取りによる

越水区間

凡　　例

浸水範囲

金沢市堀川町

金沢市笠市町
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◇洪水痕跡調査（１）◇洪水痕跡調査（１）

■JR鉄道橋から下流

七ッ屋大橋

磯部大橋

金沢駅

中島大橋

北陸本線

沖橋

越水区間

凡　　例

応化橋

①

②

③

④

堤防から0.95m下

堤防から0.35m下

堤防から1.20m下

堤防から0.80m下
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◇洪水痕跡調査（２）◇洪水痕跡調査（２）

■JR鉄道橋から中の橋

小橋

中島大橋

北陸本線

浅野川大橋

彦三大橋
昌永橋

中の橋

応化橋

越水区間

凡　　例

①

②

③

④

パラペットから0.40m上

パラペットから0.35m下

パラペットから0.10m下

パラペットから0.80m上
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◇洪水痕跡調査（３）◇洪水痕跡調査（３）

■中の橋から天神橋付近

小橋

梅ノ橋
浅野川大橋

彦三大橋

天神橋

中の橋

越水区間

凡　　例

①

②

③

④パラペットから0.15m上

パラペットから越水

パラペットから0.30m上

パラペットから0.35m下

⑤ パラペットから0.40m下
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中島大橋

昌永橋

彦三大橋

浅野川大橋

天神橋

ＪＲ
北
陸
本
線

至
小
松

至
富
山

小橋

中の橋

梅ノ橋

浅
野
川

一般県道金沢停車場北線

国
道
１
５
９
号

至
兼
六
園

至
富
山

護岸を越流して浸水

護岸を越流して浸水

護岸を越流して浸水

樋門から逆流

護岸を越流して浸水

陸閘から浸水

昌永町 Ａさん

昌永町 Ｂさん

東山１丁目 Ｄさん

東山３丁目 Ｃさん

主計町 Ｅさん

並木町 Ｆさん

越水区間

陸閘（開いていたもの）

樋門（ゲートが開いていたもの）

凡　　例

浸水範囲

していた

住民の証言

◇聞き取り調査◇聞き取り調査
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浅野川

犀川

◇堤防漏水箇所◇堤防漏水箇所

パイピング現象

大型土のうによる応急対策

横 断 図

漏水箇所（金沢市東蚊爪町 地内）

応急対策完了

大型土のうによる応急対策
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◇被災状況のまとめ◇被災状況のまとめ

①　浅野川上流域の板ヶ谷川周辺では、土石流により家屋が全壊

　　するなど、甚大な土砂災害が発生した。

②　浅野川上流域は湾曲部が多く、洪水が堤防を越えて直線的に

　　流れ、護岸等の公共土木施設の被災が多かった。

　　

③　浅野川の市街地部では、公共土木施設には被害は少なかった

　　ものの、堤防から越水氾濫が生じたために、家屋の浸水被害が

　　著しかった。

④　JR下流では、堤防に漏水箇所があった。
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４．陸閘と樋門・樋管の状況

・陸　　　　閘 ： 河川等の堤防を日常の生活のため通行できるよう途切れさせてあり、

　 　　　　　　　 増水時にはゲート等により塞いで堤防の役割を果たすことができる施設。

・樋門・樋管 ： 水位が洪水などで高くなった時に、その水が堤内地側に逆流しないように

　 　　　　　　　設ける施設の中で、堤防の中にコンクリートの水路を通し、ゲートを設置す

　 　　　　　　　る場合、樋門または樋管と呼ぶ。

　　　　　　　　　なお、樋門と樋管の明確な区別はなく、機能は同じです。
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陸閘（開いていたもの）

凡　　例

陸閘（閉じていたもの）

浸水範囲

中島大橋

昌永橋

彦三大橋

浅野川大橋

天神橋

ＪＲ
北
陸
本
線

至
小
松

至
富
山

小橋

中の橋

梅ノ橋

浅
野
川

一般県道金沢停車場北線

国
道
１
５
９
号

至
兼
六
園

至
富
山

陸閘Ａ

陸閘Ｂ

陸閘Ｃ

陸閘１

陸閘２

陸閘３

陸閘４

◇陸閘位置◇陸閘位置
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◇陸閘の概要◇陸閘の概要

（陸閘１～４、大野川陸閘の操作）

　・はん濫注意水位（警戒水位）以上の水位上昇の恐れが予想される時、委託業者に指示して全閉する。

陸閘名 位　　置 寸　　法(ｍ)
付近の
堤防高

敷　高 備　　考

  （陸閘A～C）

陸閘A
6.6k＋85付近
（中島大橋下流左岸）

有効長　W＝1.01
有効高　Ｈ＝1.48　　　●角落とし形状

10.03ｍ 8.30ｍ
計画高水位　　EL=8.69
ゲート天端高　EL=9.78

陸閘B
6.6k＋180付近
（中島大橋上流左岸）

有効長　W＝1.50
有効高　Ｈ＝2.50　　　●角落とし形状

10.17ｍ 8.13ｍ
計画高水位　　EL=8.81
ゲート天端高　EL=10.18

陸閘C
6.8k＋80付近
（中島大橋上流右岸）

有効長　W＝1.50
有効高　Ｈ＝1.00　　　●角落とし形状

9.95ｍ 8.94ｍ
計画高水位　　EL=8.93
ゲート天端高　EL=9.94

  （陸閘１～４）

陸閘１
8.0k＋67付近
（浅野川大橋上流右
岸）

有効長　W＝2.58
有効高　Ｈ＝0.85　　　●角落とし形状

14.39ｍ 13.50ｍ
計画高水位　　EL=13.50
ゲート天端高　EL=14.35

陸閘２
8.0k＋167付近
（梅ノ橋下流右岸）

有効長　W＝5.91
有効高　Ｈ＝1.15　　●角落とし形状（中間支柱有）

14.57ｍ 13.40ｍ
計画高水位　　EL=13.84
ゲート天端高　EL=14.55

陸閘３
8.2k＋17付近
（梅ノ橋下流左岸）

有効長　W＝5.91
有効高　Ｈ＝0.92　　●角落とし形状（中間支柱有）

15.04ｍ 14.05ｍ
計画高水位　　EL=14.01
ゲート天端高　EL=14.97

陸閘４
8.6k付近
（天神橋上流左岸）

有効長　W＝2.50
有効高　Ｈ＝0.65　　　●角落とし形状

16.24ｍ 15.55ｍ
計画高水位　　EL=15.28
ゲート天端高　EL=16.20

  （大野川陸閘

大野川陸閘
金沢市湊1丁目
（大野川左岸）

有効長　W＝16.0
有効高　Ｈ＝1.70　　　●スライド形状

2.50ｍ 0.80ｍ
計画高水位　  EL=1.50
ゲート天端高　EL=2.50

  地域内の雪を川に排雪するために設置した陸閘（通常時は閉門） 

  住民らが川辺におりて水に親しむこと、火災時での消防車が取水のために通行できることを目的に設置した陸閘（通常時は開門）

  港の荷揚場との往来が出来るように設置した陸閘（通常時は開門）
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中島大橋

昌永橋

彦三大橋

浅野川大橋

天神橋

ＪＲ
北
陸
本
線

至
小
松

至
富
山

小橋

中の橋

梅ノ橋

浅
野
川

一般県道金沢停車場北線

国
道
１
５
９
号

至
兼
六
園

至
富
山

①

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
⑮
⑯

⑰

樋門（開いていたもの）

凡　　例

樋門（閉じていたもの）

浸水範囲

○
○

②
③

④

⑨主計町逆水門（主計町）
⑪源太郎川逆水門（並木町）

◇樋門・樋管位置◇樋門・樋管位置
⑤中島用水取水口（小橋町）

⑯無名（東山１丁目）

※ＪＲ橋～天神橋間でゲートがあるもの、内空断面１㎡以上のものを表示している。
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◇樋門・樋管の概要◇樋門・樋管の概要

現在策定中

※ＪＲ橋～天神橋間でゲートがあるもの、内空断面１㎡以上のものを表示しており、
　この他にも小断面のものがある。

番号 水門名 施設管理者 位　　置 左右岸 操作方法
付近の
堤防高

敷　高

1 中島水門 金沢市 6.6k＋150付近 左 遠隔制御 W 2.70m ×H 2.80m 10.07m 5.97m

2 中島用水吐口 中島用水土地改良区 7.0k＋140付近 右 常時閉鎖 W 0.90m ×H 2.00m 11.09m 7.73m

3 中島用水吐口 中島用水土地改良区 7.2k＋70付近 右 常時閉鎖 W 0.92m ×H 2.00m 10.86m 8.01m

4 辰巳用水放水口 金沢市 7.4k＋30付近 左 ゲートなし W 1.50m ×H 1.20m 11.77m 8.73m

5 中島用水取水口 中島用水土地改良区 7.4k＋70付近 右 遠隔制御 W 1.10m ×H 1.40m 12.66m 8.91m

6 小橋用水取水口 小橋用水土地改良区 7.4k＋80付近 右 遠隔制御 W 1.60m ×H 1.60m 12.67m 9.16m

7 尾張町16番逆水門 金沢市 7.8k＋90付近 左
操作を委嘱
（委嘱者Ａ）

W 1.00m ×H 1.50m 13.87m 10.51m

8 東山ゲート 金沢市 8.0k＋10付近 右 金沢市 φ 1.80m 14.07m 9.72m

9 主計町逆水門 金沢市 8.0k＋20付近 左
操作を委嘱
（委嘱者Ａ）

W 1.80m ×H 1.40m × 2 14.21m 11.07m

10 東山1丁目逆水門 金沢市 8.0k＋70付近 右
操作を委嘱
（委嘱者Ｂ）

W 0.90m ×H 1.60m 14.42m 11.42m

11 源太郎川逆水門 金沢市 8.0k＋90付近 左
操作を委嘱
（委嘱者Ｃ）

W 2.80m ×H 1.50m 14.72m 11.33m

12 八幡ゲート 金沢市 8.0k＋120付近 右 金沢市 W 1.20m ×H 1.20m 14.56m 11.16m

13 並木町その1逆水門 金沢市 8.0k＋140付近 左
操作を委嘱
（委嘱者Ｃ）

W 0.70m ×H 1.40m × 2 14.82m 11.66m

14 東山18番逆水門 金沢市 8.2k＋20付近 右
操作を委嘱
（委嘱者Ｄ）

W 0.60m ×H 0.70m 14.67m 12.19m

15 東山19番逆水門 金沢市 8.2k＋80付近 右
操作を委嘱
（委嘱者Ｄ）

W 1.10m ×H 1.20m 14.94m 12.29m

16 無名 金沢市 8.2k＋190付近 右 金沢市 W 1.10m ×H 1.25m 15.31m 12.83m

17 天神橋詰逆水門 金沢市 8.4k＋90付近 左
操作を委嘱
（委嘱者Ｃ）

W 1.60m ×H 1.50m 15.65m 13.54m

寸　　法
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中島大橋

昌永橋

彦三大橋

浅野川大橋

天神橋

ＪＲ
北
陸
本
線

至
小
松

至
富
山

小橋

中の橋

梅ノ橋

浅
野
川

一般県道金沢停車場北線

国
道
１
５
９
号

至
兼
六
園

至
富
山

凡　　例

浸水範囲

京 町

東山３丁目

◇その他の樋管◇その他の樋管

瓢箪町

並木町
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５．水防体制の状況
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◇石川県水防計画の概要（１）◇石川県水防計画の概要（１）

医王山川

【石川県の水防体制】

　石川県では、水防法第７条に基づき水防計画を定めており、第４章では配備体制につい
て定めている。

●県の水防の配備体制

１．注意配備体制

県内に①大雨注意報②洪水注意報③高潮注意
報の１以上が発表された場合に河川班及び道
路班の小数の人数を持って当たる。

２．警戒配備体制

県内に①大雨警報②洪水警報③高潮警報④暴
風警報の１以上が発表された場合に、１．の
ほか水防本部各班の所要の人数をもって当た
り、事態の推移により更に高度の配備体制に
移行できる体制をとる。

３．非常配備準備体制

水防警報河川において「準備」が発表された
場合などに、事態の推移に伴い速やかに非常
配備体制に切り替えるものとする。

４．非常配備体制

上記警報及び大雨・洪水に関する情報の発表
下において①台風の接近により被害が予想さ
れるとき②水防警報河川で水防の「出動」が
発表されたときなどに、円滑かつ時期を失す
ることなく万全の体制で災害対策本部体制へ
の移行に備えるとともに、水防活動に迅速か
つ高度な指導を行う体制とする。

５．災害対策本部体制

県下に相当規模の水害の発生が予想され、災
害対策本部を設置してその対策を要すると知
事が認めた場合などの場合、原則として全職
員が配備体制となる。
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◇石川県水防計画の概要（２）◇石川県水防計画の概要（２）

医王山川

配備基準
（気象情報等）

配備体制 県央土木での班体制
（河川班、道路班）

　　①大雨注意報
　　②洪水注意報
　　③高潮注意報
　の1以上が発表

　　注意配備体制 各１班体制

　　①大雨警報
　　②洪水警報
　　③高潮警報
　　④暴風警報
　の１以上が発表

　　警戒配備体制 各２班体制

　水防警報河川において、
「準備」が発表された時
　　　　　　　　　など 　　非常配備準備体制

各２班と
現地班の一部

　①台風の接近により
　　被害が予想される時
　②水防警報河川で、
　「出動」が発表された時
　　　　　　　　　　など

　　非常配備体制
現地班

（一部又は全員）

　災害対策本部を設置して、
その対策を要すると知事が
認めた場合　　　　　　　　など 　　災害対策本部体制 原則として全員

　　○　河川班は、班長・班員の２名で１班。他に運転手（河川班は、全体で７班）

　　○　現地班は、非常配備体制以降に特別に組織される水防体制
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◇河川班における主な用務◇河川班における主な用務

医王山川

　①降雨・水位情報及び気象情報の把握
　　　　

　②水防体制の移行に伴い、必要な班員の招集

　③河川パトロールの実施

　④水防警報の発表（はん濫注意水位に達する恐れがある時）
　　　　→　河川ごとに発表文の作成、FAX送信、受信確認

　⑤水位情報の通報（はん濫警戒情報、はん濫危険情報など）
　　　 　→　河川ごとに発表文の作成、FAX送信、受信確認　

　⑥河川管理施設（水門・陸閘等）の操作及び業者依頼
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医王山川

赤色　水防警報関係（事務所）

青色　水位情報関係（事務所）

黒色　住民避難関係（金沢市）

（7月 28日 の加 賀地 方）
前 日か ら 大雨 ・洪 水  注意 報　発表中

4:28 大雨 ・洪 水  警報  発表

時間 殿田橋・馬替 時間 天神橋 時間 機具橋 時間 示野橋・下菊橋 時 間 班 数

２８日 6:20 水 防警 報（出動） [殿田 橋 ] 5:00 ２班

6:40
は ん濫危 険情 報
・ ・・危 険水 位到達 情報

6:50 水 防警 報（準備） [馬替 ]

7:00 水 防警 報（出動） [馬替 ]

7:30 水 防警 報（出 動 ） 7:30 ４班

7:40
避 難準 備情 報【1 0:50 解除 】
（額、四 十万 、扇 台校下 ）

7:40
は ん濫警 戒情 報
・ ・・避 難判断 水位 到達 情報

7:50
は ん濫危 険情 報
・ ・・危 険水位 到達 情報

8:00
避 難準 備情 報
（湯涌 校下） 【8/8  1 2時解 除 】 8:00 水防 警報 （出動 ）[下 菊橋 ]

8:30 水防 警報 （出動 ）[示 野橋 ] 8:30 全 員

8:45
避 難勧 告
（浅野 川流域 全体 ）

8:50
避 難指 示
（浅野 川流域 全体 ）

8:50 水 防警 報（出 動 ） 8:50
はん濫 警戒 情報 [示野 橋 ]
・・・避難 判断水 位到 達情 報

9:20
は ん濫警 戒情 報
・ ・・避難 判断 水位 到達 情報

9:30
は ん濫危 険情 報
・ ・・危険 水位 到達 情報

9:50
避 難勧 告
（大野川 流域 全体 ）

10:30 水 防警 報（解除） [馬替 ]

10:40 水防 警報 （解除 ）[下 菊橋 ]

10:50 水防 警報 （解除 ）[示 野橋 ]

11:20 水 防警 報（解除） [殿田 橋 ]

11:30 水 防警 報（解 除 ）

11:45
避 難指 示解 除
（浅野 川流域 全体 ）

12:40 水 防警 報（解 除 ）

12:50
避 難勧 告解 除
（大野川 流域 全体 ）

16:15
避 難勧 告【継 続中 】
（芝原 町）

２９日
～ ３０日

避 難勧 告【継 続中 】
（折谷 町、辰 巳町 、板ヶ谷 町）

［１班 体制］

日
高橋川 浅野川 大野川 犀　川 河 川班 体制

◇情報連絡状況◇情報連絡状況



‐64‐

◇パトロール状況◇パトロール状況

医王山川

浅野川

浅野川

犀川

浅野川放水路

大野川
6:00

6:40

7:00

8:20

8:40

パトロール出動(高橋川方面)

パトロール出動(碇川方面)

パトロール出動(浅野川方面)

浅川橋→上中町→銚子町

事務所から天神橋付近確認の

指示を受ける

下流市街地部に到着

碇川
高橋川

県央土木総合事務所

6:00発

高橋川方面へ
6:40発

碇川方面へ

7:00発

浅野川上流へ

8:40着

市街地到着

8:20
市街地確認の
指示を受ける

第1班

第2班

第3班

第1班
第2班

第3班
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0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:00

観測上限水位 3.36m

1.20m
　　　　水防団待機水位

1.50m はん濫注意水位

1.70m 避難判断水位

2.20m はん濫危険水位

HWL 15.08m

洪水痕跡水位 3.5m程度　［8:40（推定）］

0点標高 EL 12.06m

HWL 3.02m（換算水位）

水位（ｍ）

時　間

◇陸閘の操作◇陸閘の操作

天神橋

　4号箇所　　　
地元住民により
閉扉作業　　　
　（8：00）

　　44号箇所　　　号箇所　　　
地元住民により地元住民により
閉扉作業　　　閉扉作業　　　
　（　（88：：0000））

　1号箇所　　　
地元住民により
閉扉作業　　　
（8：30）

　　11号箇所　　　号箇所　　　
地元住民により地元住民により
閉扉作業　　　閉扉作業　　　
（（88：：3030））

　3号箇所　　　
　県央･業者に　
　より作業開始　
（8：50）

　　33号箇所　　　号箇所　　　
　県央･業者に　県央･業者に　　
　　より作業開始　より作業開始　
（（88：：5050））

　3号箇所　　　
　半分閉鎖し　
　作業終了　　
（9：10）

　　33号箇所　　　号箇所　　　
　　半分閉鎖し半分閉鎖し　　
　　作業終了　　作業終了　　
（（99：：1010））

　2号箇所　　　　
　県央･業者で　　
　作業試行⇒不能　
（9：20）

　　22号箇所　　　　号箇所　　　　
　県央･業者で　　　県央･業者で　　
　作業試行⇒不能　　作業試行⇒不能　
（（99：：2020））

県央土木事務所
から委託業者に
閉鎖指示　　　
（8：20）

県央土木事務所県央土木事務所
から委託業者にから委託業者に
閉鎖指示　　　閉鎖指示　　　
（（88：：2020））

（陸閘１～４の操作）

　・はん濫注意水位（警戒水位）以上の水位上昇の恐れが予想される時、委託業者に指示して全閉する。
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◇水防体制の強化　（当面の運用)◇水防体制の強化　（当面の運用)

　　①初動体制の強化

　　　 ・金沢地方気象台からの大雨被災地に対する

　　　　　気象支援資料を活用した注意配備体制
　　　 　　　（河川課、砂防課、県央土木総合事務所）

　　②全土木事務所の配備体制の強化

　　　○ 職員の増
　　　　　　 　　・注意配備体制（大雨又は洪水注意報 発表時）

　　　　　　　　　　　 １班体制　→　２班体制

　　　　　　 　 ・警戒配備体制（大雨又は洪水警報 発表時）

　　　　　　　　　　　 ２班体制　→　３班以上体制

　　　　 ○ 河川・砂防パトロールの強化
　　　　　　 ・はん濫注意水位　→　水防団待機水位　

　　　　　　　 ・大雨警報　　　　　 →　大雨注意報　　　 でパトロール　　
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６．今回の豪雨災害のまとめ
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◇豪雨災害のまとめ（１）◇豪雨災害のまとめ（１）

（降　雨）

　①観測史上最大の豪雨であった。

　　　　・最大60分雨量 ： 138mm（芝原橋）

　　　　　・最大3時間雨量 ：251mm（芝原橋）　　

　②県内では、浅野川上流域を中心とする局地的な豪雨であった。

　③浅野川流域平均での確率評価は、約200年に一度であった。

（出　水）

　①極めて短時間に急激な水位上昇が生じた。
　　　　　・芝原橋 ： 30分間で最大2.17mの水位上昇

　　　　　・天神橋 ： 30分間で最大1.20mの水位上昇

　②計画を上回る洪水であったと想定され、堤防を越えて氾濫した。

　③浅野川放水路では、洪水は犀川に分流され、機能を十分に果

　　たしており、下流への流量を低減させる効果は発揮されていた。

　④犀川（示野橋）でも避難判断水位を上回っていた。　　　
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◇豪雨災害のまとめ（２）◇豪雨災害のまとめ（２）
（被　災）

　①浅野川上流域の板ヶ谷川周辺では、土石流により家屋が全壊

　　するなど、甚大な土砂災害が発生した。

　②浅野川上流域は湾曲部が多く、洪水が堤防を越えて直線的に

　　流れ、護岸等の公共土木施設の被災が多かった。

　③浅野川の市街地部では、公共土木施設の被害は少なかったが、

　　堤防から越水が発生し、家屋の浸水被害が著しかった。

（水防体制）

　①現在の水防計画は、水位で判断しているが、急激な水位

　　上昇のために、十分な水防体制が間に合わなかった。

局所的豪雨に対応した

「新たな河川管理や水防体制のあり方」
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Ⅵ．今後の予定
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◇今後のスケジュール予定◇今後のスケジュール予定

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

主な検討事項 ①、② ③、④ ③、④

（主な検討） 県防災会議（例年５月頃）
　　①７月２８日の洪水状況や豪雨災害の検証
　　②豪雨での課題の抽出
　　③放水路下流の流量軽減対策に向けた基本的方向性（報告）
　　④局所的豪雨に対応した新たな河川管理及び水防体制のあり方　

平成２０年度

第１回
委員会
（8/25)

第２回
委員会
（10月頃)

第３回
委員会
（12月頃)

水防
計画
見直し
作業

県防災
会議
幹事会

第三者委員会



‐72‐

◇次回の検討予定項目◇次回の検討予定項目

◇水防体制のあり方

◇ 河川管理のあり方
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